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１）概要  

プライマリーケアの大切な一部を占める、総合診療科としての小児科診療の基本を身に付

ける事を目的とする。日本小児科学会研修実施要項案に基づくが、当院の現況に即したプロ

グラムを以下に示す。  

 

２）研修目標  

①小児の特性を学ぶ 

・子どもの成長・発達と異常に関する基本的知識を修得する． 

・子どもの心身の特性を知り，身体的状態だけでなく心理的状態を考慮した診療態度を身 

につける． 

・養育者の心配・育児不安などを受け止める． 

 

常に成長発達を意識して診療する必要があるため、乳児健診を経験する。 

小児は原則として家族内で生活しているため、家族との関係を良好に保ち、育児支援をふく

め、患児とその家族全体を考えて診療する。 

 

②小児の診療の特性を学ぶ 

・子どもや養育者との信頼関係を構築し，訴えに充分耳を傾ける． 

・養育者からの情報を的確に収集できる． 

・養育者の情報と子どもの観察から病態を推察する『初期印象診断』の経験を蓄積する． 

・子どもの年齢と状態に応じた臨機応変な診察を行う． 

・診療に際して子どもの協力を得るためのスキルを身につける． 

・小児の薬用量，検査値などは成長とともに変化することを理解する． 

・小児の採血，血管確保，鎮静法，予防接種，マス・スクリーニングなどの基本的技能を修 

得する． 

・一般小児診療だけでなく，乳幼児健康診査，新生児医療，小児救急医療，クリニックにお 

けるプライマリ・ケアなどは小児科診療の中で重要な位置を占めており，これらの現場 

を体験することが望ましい． 

 

自ら症状を訴えず、診察に協力の得られにくい乳幼児の診療の特性を学ぶ。検査や画像に先



行して重要な｢初期印象診断｣の経験を蓄積する。診察、処置時の固定、介助を経験する。体

重、生理的成長に適した薬用量、検査正常値の知識を習得する。予防接種についても経験す

る。  

③小児の疾患の特性を学ぶ 

・小児疾患は成人と同じ疾患でも病像が異なり，同じ主訴・症候でも年齢により鑑別疾患 

が異なることを理解する． 

・年齢特性を理解した上で鑑別疾患を挙げ，子どもの病態に応じて問題解決する経験を蓄 

積する． 

・子ども特有の疾患，種々の先天異常を経験する． 

・頻度の高い疾患（感染症，けいれん，喘息など）については，診断・治療方法について習 

熟する． 

 

年齢、発達段階により病態、頻度が異なる疾患につき理解する。一般的症状で始まっても重

篤化する危険のある疾患を考えて対応する。先天性疾患、感染症、アレルギー疾患など小児

に特徴的な疾患を学ぶ。  

 

３）経験目標  

①基本的手技；採血、皮下注射などは個人の経験、技術の程度に応じ、指導医のもとで行 

う。身体計測。口腔、皮膚、胸部、腹部他、身体所見の診察。全身状態、バイタルサイン 

の把握。予防接種。乳児健診。 

 

② 経験すべき症候 

体重増加不良、哺乳力低下、発達の遅れ、発熱、脱水・浮腫、発疹、湿疹、横断、心雑音、

チアノーゼ、貧血、紫斑・出血傾向、痙攣、意識障害、頭痛、咽頭痛・口内痛、耳痛、咳・

喘鳴・呼吸困難、頸部腫瘤、リンパ節腫脹、鼻出血、便秘、下痢・血便、四肢の疼痛、夜尿・

頻尿、肥満・痩せ 

 

③ 経験すべき疾患： 

新生児疾患 ：低出生体重児、新生児黄疸 

乳児疾患 ：乳児湿疹、おむつかぶれ、乳児下痢症 

感染症 ：発疹性ウイルス疾患、その他のウイルス感染症、急性扁桃炎、気管支炎、

細気管支炎、肺炎 

アレルギー疾患 ：気管支喘息、アトピー性皮膚炎 

神経疾患 ：てんかん、熱性けいれん 

腎疾患  ：尿路感染症 

 



④ 経験することが望ましい疾患： 

新生児疾患 ：呼吸窮迫症候群 

乳児疾患 ：染色体異常症 

感染症  ：細菌性胃腸炎、伝染性膿痂疹 

アレルギー疾患 ：食物アレルギー 

神経疾患 ：髄膜炎、脳炎、脳症 

腎疾患  ：ネフローゼ症候群、急性腎炎、慢性腎炎 

先天性心疾患 ：先天性心疾患、心不全、リウマチ性疾患 

リウマチ性疾患 ：若年性特発性関節炎、全身性エリテマトーデス 

血液・悪性腫瘍 ：小児がん、白血病、血小板減少症、紫斑病 

内分泌代謝疾患 ：糖尿病、甲状腺機能低下症 

発達障害・心身医学 ：精神運動発達遅滞、言葉の遅れ、学習障害、ADHD 

 

４）研修プログラム  

一般外来（平日、午前） 

 プライマリ・ケア、common disease(感染症、発疹性疾患など) 

病棟研修 

総合医療、高次医療、チーム医療、安全管理、基本的診療手技、薬物療法、補液 

小児救急研修 

 応急処置、救命処置 

 

・上記プログラムを通して、単に小児疾患を経験するだけでなく，子どもの成長・発達を理

解し，子どもと家族に対する基本的態度を培い，適切な臨床技能を身につけ，将来どの分野

に進んでも適切に子どもと家族を扱うことができるようにする。 

 

５）評価  

PG-EPOC を利用して症例の登録、研修目標達成度、経験項目について評価を行う。研修終

了時は指導医と研修医の相互評価を行う。 

 

以上 

  



○ 一週間のスケジュール 

 

 月 火 水 木 金 

午前 ・病棟回診 

・HCU/PICU

カンファ 

・病棟業務 

・外来初診 

・病棟回診 

・HCU/PICU

カンファ 

・病棟業務 

・外来初診 

・病棟回診 

・HCU/PICU

カンファ 

・病棟業務 

・外来初診 

・病棟回診 

・HCU/PICU

カンファ 

・病棟業務 

・外来初診 

・病棟回診 

・HCU/PICU

カンファ 

・病棟業務 

・外来初診 

午後 ・救急対応 

・抄読会 

・申し送り 

・救急対応 

・申し送り 

・救急対応 

・画像カンフ

ァ 

・申し送り 

・救急対応 

・申し送り 

・救急対応 

・リハビリカ

ンファ 

・申し送り 

     第４金曜：レ

クチャー 

 


